iStorage NS を運用する 


3 iStorage NS を運用する 


♦ iStorage NS の管理 

♦ 運用中の設定変更について 

♦ NIC チーミングを設定する 

♦ Windows Server バックアップ 
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iStorage NS を運用する 


3.1 iStorage NS の管理 

iStorage NS は、 Express サーバーと同様に ESMPRO/ServerManager からネットワーク経由で稼動状態の 

監視、構成管理、障害監視等の管理が行えます。 

ESMPR 〇 /ServerManager は iStorage NS に添付の EXPRESSBUILDER 内にあります。インストールお 
よび使用方法の詳細は、 EXPRESSBUILDER 内のドキュメント、 ESMPRO/ServerManager のオンライ 

ンヘルプ等を参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


3.2 運用中の設定変更について 


iStorage NS の運用中に、諸設定を変更する手順を説明します。 

3.2.1 コンピューター名を変更する 

既に運用しているサーバーのコンピューター名を変更する場合、以下の手順で行うことができます。 


1. 管理者メニューの[システム]をクリックします。 


"% 管理者メニ^一 


全般 


公 

A 

エクスプローラー 

エ クスプロ ー ラーを 起動できます。 



コマ V ドプロ V ブト 

コマンドプロンプトを起動できます。 



べィ'ノト 

ベイントを起動できます。 



メモ帳 

メモ 帳を起動でぎます。 



ターの官理 

コンビュ■-ターの菅理を起動できます。 




コンビューターのプロパ亍ィを確認できます。 



、ルブとサポート 

Windows へ ルプとサポートを起動できます。 





役割/機能 


欠 


1 ns v ネー V ャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を f 理できます。 



1 ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶埸0容量制限、拡張子制限、使用状況確認等がでぎま 



す。 



1 イソデックスのオブシ 3 ソ 

ファイル枝索を高速化するためのインデックスを f 理できます。 


1 DFS の官珲 

分散ファイルシステムを f 理できます。 



| 印別の管理 

プリ'ノトサーバーを菅理できます。 





診断 


欠 

V 

1 ィベ'ルド] 一 7— 

ィべ'.止 门 巧'友確罟耷 主才. 





2. [システムの詳細設定]をクリックします。 


: H システム 

个 「:也 《すべての□ント□-ルパネル項目 ► システム 


V 6 コント□-ル 


コントロ ー j レ パネル市—ム 

_) デバイスマネ-外- 
^ U モート®投定 
_ システム©_#細投定 


コンピュータ-の基本的な情報の表示 

W\ ndovvs ©エディション 

Windows Storage Server 2012 

standard SS ^ Windows ^ Stor , 

© 2012 Microsoft Corporation. All 
rights reserved. 


システム 

Tn 卜。 KD、DanhiniTirD\ 4"DI I rZftTfl fR\ D 
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iStorage NS を運用する 


3. [コンピューター名]タブを選択し、[変更]ボタンをクリックします。 



4. [コンピューター名]に、変更するコンピューター名を入力して、[〇 K ] ボタンをクリックします。 


コンピューター名/ドメイン名の変更 


こ 0 J > ピ： L - 夕-の名前とメンバ-シン充变更できます。变更により、ネ卜 
ワ-クリリ-スへのア^ tz スに腿する場合;!伽ります。 


コンビ: l - 夕-名 (3: 


FILESV 2 



フルコンビ: L - 夕-名: 
FILESV 2 


imm- 


所屆するクル-プ 
〇ドメイン CS : 


的二的} kz ! 跳. 

WORKGROUP 


OK 1 キャ Ml ル 
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iStorage NS を運用する 


5. 以下のメッセージが表示されるので、[〇 K ] ボタンをクリックします。 



コンピューター名/ドメイン名の変更 


乙変更を適用するには、お使い©コンビ 
ューターを再起動する必要があります 


再起動する前に、 is いてし巧方保存して、すべて®ブロ 
ヴラ m 閉じてく说ぃ £ 


[ ……诬………. i 


6. システムのプロパティ画面を閉じ、以下のメッセージが表示されたら、[今すぐ再起動する]をクリ 
ックして iStorage NS を再起動します。 


Microsoft Windows 


これらの変更を適用するに li □ンピューターを再起動 
する必要があります。 

再超劻する前[こ、 P 3 がれて し 巧: 7 f イ JUS すべて保存して、プ□ヴラムを 
すべて閉じ5必要あります E 


r 今すぐ再起動す 则 1 後で 再起 劻 する (u 
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iStorage NS を運用する 


3.2.2 ドメインに参加するまたはドメインを変更する 

1. 管理者メニューの[システム]をクリックします。 


管理者メニ^一 







全般 


公 

A 


エクスプローラー 

エ クスプロ ー ラーを 起動できます。 




コマ Vド プロ V ブト 

コマンドプロンプトを起勅できます。 




ベイ'ノト 

ベイントを起動できます。 




メモ帳 

メモ帳を起動できます。 




コ VK ュー々一の官 3 i 

コンビュ■-ターの菅理を起動できます。 




コンビューターのプロパ亍ィを確認できます。 



ブとサポート 

Windows へルプとサポートを起動できます。 








役割/機能 


欠 



ns マネーり■ャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を f 理できます。 




ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶埸0容量制限、拡張子制限、使用状況確認等がでぎま 




す。 




イソデ': y ク又のオプション 

ファイル枝索を高速化するためのインデックスを f 理できます。 



DFS の官珅 

分散ファイルシステムを f 理できます。 




印別の管理 

プリ'ノトサーバーを菅理できます。 








診断 


A 

V 


イべ■'ル k 、 ーフー 

イべ' ル n 巧友確詞 t 奇主才. 





2. [システムの 詳細設定]をクリックします。 


システム 



« すべて ra ント □ ールパネル項目 ► システム 

V c 

コント□-ル 


コントロ ー j レノ ふ 


コンピューターの基本的な情報の表示 


嫌 デ 八 イスマネ - 外 - 
ぬ 1 u モ - 卜 © is 定 
デ システムの _ 转 313 定 


Windows 〇エディション 


Windows Storage Server 2012 
Standard 

© 2012 Microsoft Corporation. All 
rights reserved. 


: tWindows.Ston 


システム 

Tdfe#： Intel(R) Pentiunn(R) CPU G620 @ 2 
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iStorage NS を運用する 


3. [コンピューター名]タブを選択し、[変更]ボタンをクリックします。 



4. 所属するドメイン名を入力して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


5. 所属するドメインの管理者名とパスワードの入力画面が表示されたら、それぞれを入力し、 [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 



6. 以下のメッセージが表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 



7. 再起動するようメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


]> ピュ-夕一名/ドメイン名の変更 


〇 これら©変更を適用するには、お使い©コンビ 
ユーターを再起動する必要があ D ます 

再.起動する前に II いてし巧方イル®保存して、すべて®プ D 
グラムを閉して脱い。 


L 0 K 1 
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iStorage NS を運用する 


8. システムのプロパティ画面を閉じると、以下の画面が表示されますので、[今すぐ再起動する]を選 
択して iStorage NS を再起動します。 


Microsoft Windows 


これらの変更を適用するにはコンピューターを再起動 
する必要があります。 

再起劻す5前[こ、てし％イルをすぺて保存して、カヴラムを 
すべて閉じる必要あります c 


[ 今すぐ再起動す 5( B ) 1 後で再■起劻する (U 
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iStorage NS を運用する 


3.2.3 管理者のパスワードを変更する 

管理者のパスワードは 、 iStorage NS にディスプレイ、キーボード、マウスを接続して変更するか、または 
管理 PC よりリモートデスクトップ経由で行うこともできます。それぞれの方法を記載します。 

【注意】 

• パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポリシーに合わせ 
て適宜変更してください。 

• パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードには、英大文字、英 
小文字、数字、記号の文字の4つの種類のうち3つの種類が使用されていなければなりません。 


3.2.3.1 ディスプレイ、キーボード、マウスを接続して行う場合 

1 .iStorage NS にサインインします。 

2. [ Ctrl + Alt + Del ] を押下します。 

3. [パスワードの変更]をクリックします。 

4. [古いパスワード]、[新しいパスワード]、[パスワードの確認入力]にそれぞれ入力し、 ■! ボタン 
をクリックします。 

5. [パスワードは変更されました]と表示されるので、 [0 K ] をクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


3.2.3.2リモートデスクトップ経由で行う場合 

1. 管理 PC からリモートデスクトップで iStorage NS にサインインします。 

2. [ Ctrl + Alt + End ] を押下し、[パスワードの変更]をクリックします。 

3. [古いパスワード]、[新しいパスワード]、[パスワードの確認入力]にそれぞれ入力し、 
をクリックします。 

4. [パスワードは変更されました]と表示されますので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

3.2.4 IP アドレスを変更する 

1. 管理者メニューの[ネットワーク接続]をクリックします。 


B 


-% 


管理者メニ 


□ 


診断 



ィぺ V ト ド ューアー 

イベントログを確誌できます。 


バフオーマ'ノスモニター 

性能情報の採取や確認ができます。 


Windows タスクマネージャー 

說リソ-ス_状況確纏钟⑽薦がで. 

デバイスマネージャー 

ハードウェアの 状態を確認できます。 


シス亍ム馆银 

シス亍ム情報を確認できます。 

_ 


構成 


A 

Windows Update 

更訢プログラムをインストールできます。 


プロヴラム夂极 

プログラムを菅理できます。 


ローカルユーザー > ヴループ 

ユーザーとグループを f 理できます。 


サー ドス 

サービスを f 理できます。 


ーラ 

タスクのスクジュールを f 理できます。 



ネットワークを菅理できます。 


№1 棚 顆^^^^^^^^^ 

日付と時刻想货定できます。 


Windows ファイアウォール 

ファイアウォールを菅理できます。 


セキュリ亍ィが強化された Windows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォール①詳細な管理ができます。 


ローカルセキュリ亍ィポリシー 

tz キュリティポリシーを菅理できます。 


ESMPRO/SeruerAeent 

サーバー管理の诵報や監視在設定でき丰 t 



ボタン 


226 













































iStorage NS を運用する 


2 . 


IP アドレスを変更するネットワークアダプターを右クリックし、[プロパティ]をクリックします。 


P ネットワ-ク接続 



^ « す A て®□ントロ-ルパネル項目 ► ネ y 卜つ-勿親 t ► 

v 6 

ネ '>■ 卜つ 



■_ Li i イ-サネット イ-サ和卜2 

•5^ Broadcom NetXtreme Gigabit.., ■說ン Broadcom NetXtreme Gigabit,.. 


3. お客様環境に応じ、[インターネットプロトコルバージョン 4 ( TCP / IPV 4)] または[インターネッ 
トプロトコルバージョン 6 ( TCP / IPV 6)] を選択して [ プロパティ ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


4. 必要に応じて IP アドレス等を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。（下図は IPv 4 アドレスの設 
定例です。） 



5. [閉じる]ボタンをクリックしてプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS を運用する 


3.3 NIC チーミングを設定する 

NIC チーミンダとは、 サーバー 上の複数のネットワークアダプターを1つにまとめて運用する機能です。 
NIC チーミンダの設定を行うことで、1つのネットワークアダプターに障害が発生しても他のネットワー 
クアダプターで処理を継続することができます。また、ネットワークアダプターの帯域幅を仮想的に集約 
することもできるようになります。たとえば、4つの1ギガネットワークアダプターで、4ギガビット/秒 
の集約されたスループットを実現できます。 


Windows Storage Server 2012において、新たに〇 S の NIC チーミング機能がサポートされました。〇 S 
の NIC チーミング機能を利用すると、異なるベンダーのネットワークアダプターで NIC チーミングを行う 
ことができます。ここでは、〇 S の機能としての NIC チーミンダについて記述します。 

3.3.1 NIC チーミングの機能概要 

3.3.1. 1 チーミングモード 

〇 SONIC チーミンダでは、以 T の3種類のチーミングモードを選択することができます。 

• スイッチに依存しない 

〇 S で送信時の負荷分散処理を実施します。スイッチングハブは必須ではありません。また、チーム 
を構成するネットワークアダプターをそれぞれ別のハブに接続することもできます。 

• 静的チーミング 

ネットワークアダプターとスイッチングハブのポート双方を 、 Link Aggregation Static Mode に設定 
し、チーム内の全ネットワークアダプターを使用して送受信を行います。なお、チームを構成するネ 
ットワークアダプターはすべて同じスイッチンダハブに接続します。 


• LACP(Link Aggregation Control Protocol) 

ネットワークアダプターとスイッチンダハブの双方で LACP を有効化し、チーム内の全ネットワーク 
アダプターを使用して送受信を行います。 LACP ( IEEE 802.3 ad ) 対応のスイッチンダハブが必要とな 
ります。なお、チームを構成するネットワークアダプターはすべて同じスイッチングハブに接続しま 
す0 


229 




iStorage NS を運用する 


3.3.1. 2 負荷分散モード 

負荷分散モードとして、以下の 2 種類を選択することができます。なお 、 iStorage NS シリーズでは「ア 
ドレスの ハッシュ」 を使用します。 

• アドレスの ハッシュ 

IP アドレス、ポート番号、 MAC アドレスによる負荷分散で、ファイルサーバーにて有効となります。 

• Hyper-V ポート 

VM が使用するポート番号による負荷分散で、 Hyper - V サーバーにて有効となります。 

3.3.1.3 スタンバイアダプター 

チーミングモードを「スイッチに依存しない」とした場合のみ、スタンバイアダプターを設定することが 
できます。 

スタンバイアダプターを「なし（すべてのアダプターがアクティブ）」とした場合は、常にすベてのネット 
ワークアダプターを用いて通信が行われます。チームのメンバーのいずれかをスタンバイアダプターに設 
定した場合は、そのアダプターはスタンバイ状態となり、ネットワークアダプターの1つに障害が発生し 
た際にアクティブ状態となります。 
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iStorage NS を運用する 


3.3.2 NIC チーミングを作成する 

NIC チーミングを新規に設定する手順について説明します。 


サーバーマネージヤーを起動して、[ローカルサーバー1をクリックします。 



サー八ーマネータヤ- 


- JK - マネージ V- >ダッシュボード 





サーノ C ー マネータ v —へよラ こそ 


1 1 □一カルサーパー 


この □— カルサー八一の構成 

1 3 へ ㈤ ，—，.— 

AD LDS 

クイックスタート 

i。ns 

(0) 


»i 77ィルサービスと記 信 域…〇 
备 印刷 サービス 

gfHf 報 ㈤ 

2 役割と機能義 [] 

3 管理するサ-パ-義I ] 

4 サ-八-グル-プの作成 


情報 ( L ) 


役 H と サーメ C ー クルー プ 

役割織： 4 Iサーパーグループ(城(：1|サーバ-の合計数： 


j _] Art I r\c 


71 「 


TTC 


2. ローカルサーバーのプロパティから [NIC チー ミング]の [無効]をクリックします。 



is ： タッシ: LTfi - ド 


□— カルサ _/ t 一 


■ i すべてのサ_八_ 
S AD LDS 


□一カルサーバー 



: m パティ 

FILES VI 


コンピューター名 
ワー她レープ 


I© IIS 


ii ファイルサービスと記憶域… 
iS « 印刷サービス 


Windows 77 イアウオール 
リモ-卜管理 
リモ-トデスゥトガ 
NIC チ-ミンヴ 
イー物卜 
イー物卜2 


サーパーマネータヤー 


- © 


FILESV1 

WORKGROUP 


無効 

有効 


.5.100, IPv6 ( 有効 ) 
192.168 .5. 200, IPv6 ( 有効 ) 
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3. [NIC チーミン グ] の 画面が表示されますので、 チームの[タスク]-[チームの 新規作成] を クリック 
します。 


m 


NIC チーミ:>グ 


ii 

[im 


サー凡一 

すベて® tMC -」 合計：1 


HLESV 1© オンライン 


サー八一の種類チーム 




アダプターとインターフェイス 


初トワークアダプター 


チームィかフェイス| 


アタプタ- スピード状態理由 


^チームに追加できます （2) 
イーサ私卜 1 Gbps 
イーサ私卜21 Gbps 


4. [チームの新規作成]の画面が表示されますので、[チーム名]を入力し、[メンバーアダプター]から 
チームを構成するアダプターをチェックして、[追加のプロパティ]をクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


5. [チーミングモード][負荷分散モード][スタンバイアダプター]を設定し、 [0 K ] をクリックします。 



【注意】 

静的チーミング、 LACP を指定する場合は別途スイッチンダハブ側でも適切な設定が必要となります。 


6. 設定が完了するまでの間、一旦ネットワークが切断されます。 

【補足】 

リモートデスクトップ接続も切断されますので、再接続を試みる表示となりますが、設定が正しく終 
了すると再度操作可能となります。 
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iStorage NS を運用する 


7. 設定が完了するとネットワーク接続が回復しますので、[チーム]が [0 K ] の状態に、[アダプターと 
インターフェイス] が [アクティブ] の状態になっていることを確認します。 


m 


NIC チーミング 




8 . 


サーバーマネージャーに戻り 、 [NIC teaming ] の状態が[有刻に変化していることを確認します。 



iSs タッシ:ー ド 


□-カルサーメ t — 


ii すべてのサーパー 
S AD LDS 
fo IIS 

Bg ファイルサービスと記憶域…> 
19 印刷サ- 1 ビス 


! I 7=0, 
| L | file 


I パティ 

LESVl 


コンピュ-夕-名 

FILESV 1 

ヮ-娜-プ 

WORKGROUP 

Windows 方イ7^ォール 

，〇'>め : 有効 

リモ-卜管理 

有剜 

U モートデ对 N プ 


NIC チ-ミンヴ 


Teaml 



なお、作成したチームの IP アドレスはデフォルトでは [ IP アドレスを自動的に取得する]設定となつ 
ています。チームに静的 IP アドレスを設定する場合は、作成したチームの状態（画像中では [ IPv 4 
アドレス （ DHCP により割当て）、 IPv 6 (有効）])をクリックして項番9、10、11の操作を行いま 
す。 
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iStorage NS を運用する 


9. [ネッ トワーク接続] の 画面が表示され ますので、 作成したチーム 名 （画像中では [ Teaml ]) をダブ 
ルクリックします。 



ネットワーク接続 







t 

すべて® コン ト□-ルパネル項目 ► 初卜つ-嫌^ ► 

^ 6 


整理 ▼ 

名前 ^ 

種 

デパイス 名 n 

| S 1 Teaml | 

識別されてし磁し中グトワーク 

Microsoft Network Adapter... イ 

Iff if- サ初卜 

有効 

Broadcom NetXtreme Gigab... 

0 ィ_ サネ、: 小 2 

有刺 

Broadcom NetXtreme Gigab... 


10. [プロパティ] をクリックして、静的 IP アドレスを設定します。 
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11. 設定後、サーバーマネージャーに戻って、作成したチームの IP アドレスが設定した静的 IP アドレ 
スになっていることを確認します。 



タッシエボー ド 


□一カルサー/ 1- 


is すぺ てのサーバー 
El 1 AID LDS 
fo IIS 

iS フバルサービスと記信域" 
|?印刷サ-ピス 


サーパーマネー外- 

ナーバー 


s : m パティ 


| FILESV1 


ID ピュ-夕-名 

FILESV1 

ワ-ク*レ-プ 

WORKGROUP 

Windows 7? イアウォール 

}〇'妗り: 無効 

リモ-卜管理 

■ 

リモートデ 7 ク N プ 

■ 

= f ?、 ペ 


1 Teaml 

192.168.5,250 、 IPv6 ( 有効 ） | 
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3.3.3 NIC チーミング利用時の注意事項 

• Windows Server 2012のネットワーク機能のうち、以下の機能は NIC チーミングと互換性がありま 
せん。 


• SR-IOV 

• リモートダイレクトメモリアクセス （ RDMA ) 

• TCP Chimney 


SR-IOV および RDMA の場合、データはネットワークスタックを経由せずにネットワークアダプタ 
一に直接送信されます。したがって、 NIC チーミングモジュールがデータを確認、または別のパスに 
データをリダイレクトすることはできません。また、 TCP Chimney は NIC チーミンダでサポートさ 
れていません。 
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3.4 Windows Server バックアップ 

Windows Server バックアップは Windows Storage Server 2012に標準で組み込まれているイメージバッ 
クアップソフトウエアです。 

3.4.1 Windows Server バックアップの機能概要 

3.4.1. 1 バックアップ 

Windows Server バックアップでは、サーバー全体（すべてのボリューム)、選択したボリューム、または 
特定のファイルやフォルダーをバックアップできるほか、システム全体の回復（ベアメタル回復）に使用 
できるバックアップを作成できます。このとき、 Windows Server バックアップは、イメージ形式でのバ 
ックアップであることから、ファイルの総数が多!/、環境でも高速なバックアップが可能です。 

バックアップデータは口一カルデイスクやネットワーク上の共有フォルダーに保存することができます。 
また、手動でのバックアップの他にスケジュールでのバックアップも可能ですが、保存場所やバックアッ 
プ方法によって、保存できる世代数が異なります。 



専用の 

ローカルディスク 

ローカノレボリューム 

共有フォルダー 

手動 

— 

複数世代の保存可 

最新状態のみ保存可 

バックアップ 




スケジュ ' ール 

複数世代の保存可 

複数世代の保存可 

最新状態のみ保存可 

バックアップ 





なお、デフォルトでは、増分バックアップの設定を行っていても、最後の完全バックアップから増分バッ 
クアップが14回以上行われ、かつ14日以上経過している場合、次のバックアップはフルバックアップと 
なります。 

バックアップの運用については、 [3.4.4 Windows Server バックアップ利用時の留意 点 】 にも留意事項を 
記述していますので、ご参照ください。 
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3.4.1. 2 リストァ 

システムボリュームを除くサーバー全体、選択したボリューム、または特定のファイルやフォルダーなど 
を指定して、 GUI から簡単にリストアを実行することができます。また、システムそのものに問題が発生 
した場合にも、ベアメタル回復用のバックアップを取得していれば 、 Windows RE を用いてシステムの復 
元が可能です。 

ボリューム単位のリストアでは、ソースボリュームよりも小さいサイズの回復先ボリュームは選択できま 
せん。（ソースボリュームのデータ量が回復先ボリュームのサイズより少ないという場合も不可となりま 
す。）ファイル•フォルダー単位のリストアを選択した場合は、ソースボリュームよりも小さいサイズの回 
復先ボリュ^ームを指定できます。 
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3.4.2 Windows Server バックアップによるバックアップ 

ここでは 、 Windows Server バックアップを用いて、手動で iStorage NS のバックアップをネットワーク 
上の共有フォルダーに作成する方法を説明します。 

1. 管理者メニューを起動し 、 [Windows Server バックアップ]をクリックします。 
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2 . 


[ローカルバックアップ] をクリックします。 


3 wbadmin - [Windows Server パックアップ（□-カル) ¥□- カルパックアップ] 


方ィル ( F ) 搔作 ( A ) 表示( V )〜レプ fH ) 

♦•峰 



1アップ (□- 

□ 

—カルパックアップ 

■ • 口ーカルパックアップ 1 

1 1 . . 


このケーシヨンを使用して、単発のパックアップを実行したり、定期的なパックアップのスく 


a このコンピュータ-用のパックアップ li 構成されていません • パックアップスケジュールウイザ-ドまたは単発パックアップウイザ¬ 
^ 1 して彼 u 

处セーラ（先週か6の活動。詳細を表示する Ctt 、 妨セーラをダブルク卟クしてく校 W ) 

時刻 " メ yt —ジ 説明 


3_ [単発バックアップ…]をクリックします。 


wbadmin - [Windows Server パックアップ（□一カル) ¥□ —カルパックアップ] 


アップ 


ケ-シヨンを使用して、里発のパックアップを実行したり、定期的なパックアップのスケジュ指 Z 


-ター用のルツクアップ構成されていません ■ パックアップスケジュールウイザードまたは単発パックアップウイザードを使用して、定期 


Ia 

操作 


□-カルパックアップ 

▲ 


^ パックアップスヶジュ- 

•ル… 

1 

■祕 単発パックアップ… 1 


兔 回復… 


の活動。詳細を表示する仨は、办セー讳タプルク ㈨ クしてく说 W ) 

" メ yt ! —ジ 説明 


们ォ-マンス雖嫌成… 
表示 ► 

Q ~レブ 


【補足】 

スケジュールを設定してのバックアップを行う場合は、ここで [バックアップ スケジュール…]を選 
択します。 
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4. [別のオプション]を選択して、[次へ]をクリックします。 



5. 


[サーバー全体（推奨）]を選択して、[次へ]をクリックします。 


か 


単発パックアップウイザード 


ルツクアップの構成の選択 


パックアップがシ3ン 


パックアップの構成の暹択 


作成先の觀定 
確認 

パックアップの進行状況 


スケジュール設定する構成の種類5指定してい. 

『④ サ-八-全体(推奨) ( U ) 】 

ぉょびシステム挪 n をすベてノ c ックァッ九 jt . 

パックアップサイズ： 34.41 GB 
〇カスタム (£) 

パックアップ T るポリユームやフアイ J レを SIR しま T 。 


■ 


<前へ⑵ 

1 次へ ( N )> | 

パックアップ(さ） 

キル 
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ここで、[カスタム]を選択して[次へ]をクリックすると、バックアップ対象を個別に選択すること 
ができます。 

[項目の追加]をクリックしてバックアップしたい対象をチェックし追加してください。 

なお、問題が発生した際に〇 S をバックアップ実行時点に復旧したい場合は、必ず[ベアメタル回復] 
を追加してください。 



項目の選択 ■ 

閏漣付けら n て〇るチ1妁ボッウスをオンまたはオフにし、パックアップに含める項目を逞択してくださ u 現在 
ゥアップに含まれてい s 項目は、既こ逗折されています。 



認してください。 


0 K (0) キゃン iz ル⑻ 
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6. バックアップデータの保存先を選択して、 [次へ] をクリックします。 



[場所] にバックアップ先の共有フォルダーのパスを入力して、 [次へ] をクリックします。 


か 


単発パックアップウイザード 


リモートフォルダーの指定 


IZT 


八ックアップオ75/3ン 場所 

ル y クアップ诚成 [ ¥¥ BACKUPSV¥data 

ノ C ックアップ5■る項目拓例： ¥¥ MyFileServer¥SharedFolderName 


作成先の觀の指定 



確認 

バックアップの進行状況 


パックアップの保存先として、指定し内に ' WindowsImageBackup ' という名前のフォ 
-跡成され rr 0 

ァヶ Z ス制御 

C 縣しなぃ ( Q ) 

このオプシ 3 ンを遥択すると、次の手順で資格情報を指定したユーザーのみがパックアップ!こア 
处スできます. 


® 麟する⑴ 

この打シヨンを遥択すると、指定したリモ-卜共有7ォへのアケ Z ス権を持つすべてのュ 
ーザーがパックアップ I こアケ Z スでさます. 


① この八ツクアップ先では、パックアップさ nr こデータを安泡こ保護できません》 
詳紐倌報 


<前へ⑵ 

1 次へ汹)> 1 

パックアップ⑻ 

キル 
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8. バックアップ先へのアクセスに利用するユーザー名とパスワードを入力して、 [0 K ] をクリックしま 
す。 

Windows セキュリティ 乂 

パックアップ用のユ-ザ-資格情報®指定 

共有ネットつ-クフオ劝害秘みアクセス許可を持つユ-ザ-祕格陰報を 
入力い:脱い □ 


I administrator 

M rrTTTTT. 


OK 1 キ 1 ゥ t ! ル 


9. 選択した内容を確認し、[バックアップ]をクリックします。 
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10. バックアップが完了すると、以下の画面が表示されますので、[閉じる]をクリックします。 
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3.4.3 Windows Server バックアップによるリストア 

ここでは Windows Server バックアップを用いて、ネットワーク上の共有フォルダーに格納されたバック 
アップデータから 、 iStorage NS のデータドライブをボリューム単位でリストアする方法を説明します。シ 
ステムをリストア（ベアメタル回復）する場合は、メンテナンスガイドを参照してください。 

1. 管理者メニューを起動し 、 [Windows Server バックアップ]をクリックします。 



247 













































iStorage NS を運用する 


2 . 


[ローカルバックアップ] をクリックします。 




wbadmin - [Windows Server パックアップ （□- カル) ¥□- カルパックアップ] 


方ィル (F ) 搔作 ( A ) 表示( V ) AJ レブ ( H ) 

争嶮| E 园1 


後 Windows Server ハ: v りアップ 
後 □一カルパックアップ U 


—カル八ックアップ 


このケーシヨンを使用して、単発のパックアップを実行したり、定期的なパックアップのスく 


a このコンピュータ-用のパックアップ li 構成されていません • パックアップスケジュールウイザ-ドまたは単発パックアップウイザ¬ 
^ 1 して彼 u 

处セーラ（先週か6の活動。詳細を表示する Ctt 、 妨セーラをダブルク卟クしてく校 W ) 

時刻 " メ yt —ジ 説明 


3_ [回復…]をクリックします。 


wbadmin - [Windows Server パックアップ（□一カル) ¥□ —カルパックアップ] 


R 7 ップ 

71 

操作 

ケーシヨンを使用して、里発のパックアップを実行したり、定期的なパックアップのスケジユ ー Jl ^ 指5 


□一カルパックアップ _ こ 


ルグクアッブスケジ ユ - ル… 

祕単発 パックァップ… 


~V -用のノ[ックアッ 7 は構成 5 れていません b 八ックアッフ^スケノユールワイサート 5 たは単発ノ[ックアッフ^ワイサートを便用して、疋 W 


鉍 回復… ■ 

の活動。詳細を表示する ctt、 办セ—讳办ルク㈨クしてく istw) 


ノ D ォ _7>ス 設定嫌成… 


表示 ► 

" メ vt —ジ 説明 

三 

Q AJ レブ 
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4. バックアップの保存先を選択して、[次へ]をクリックします。バックアップデータ保存先としてバ 
ックアップ専用のディスクを利用している場合は[このサーバー]を、ドライブ文字が付与された口 
一カルドライブやネットワーク上の共有フォルダーが保存先の場合は[別の場所に保存されている 
バックアップ]を選択します。 
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5. バックアップデータの格納先を選択して、 [次へ] をクリックします。 



6. バックアップ先の共有フォルダーのパスを入力して、 [次へ] をクリックします。 


よ 


リモートフオノ以一の指定 


回復ウイザード 


■ 


\trnz 

使用ぺ m 含むリモート共有フォ.つ—:一月 s 前付け規則 （ unc ) パスを入力してくたい(エ） 

パックアップの^所の指定 


¥¥ BACKUPSV¥data 



例： ¥¥ MyFileServer¥SharedFolderName 


パックアップの日付 ( DM 択 
回復の•種類 (DiiiR 
回復する項目 
回復オプ^ axmi 定 
確認 

回復の進行状況 


< 前へ (E) ^^ A ( N )> T1 回復 ( S ) I キ 7> t ! ル 
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7. バックアップ先へのアクセスに利用するユーザー名とパスワードを入力して、 [0 K ] をクリックしま 
す。 

Windows セキュリティ 乂 

復元用のユ-ザ-資格 1 青報®指定 

贿ネットつ-クフオ劝 i - M ) 読み取りアクセス許可を持つユ-ザ-®替格 If 報を 
入力い:彼い □ 



0K ] 丰 1 ゥ t ル 


8. リストア元となるバックアップを行った日時を選択して、[次へ]をクリックします。 



【補足】 

ネットワーク上の共有フォルダーにバックアップを行った場合に保存されるのは1世代のみのため、 
改めて選択する必要はありません。 
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9. リストア単位を選択して、[次へ]をクリックします。 


よ 


回復の種類の選択 


回復ウイザード 


■ 


\trnz 

パックアップの^所の_指定 
•斤-トフォ w - 賴定 
パックアップの日付の遥択 


回復する項目を指定して w い • 

〇方ィ筋、よの w - ⑸ 

このルンクアップ1こ含まれるボリュームを参照して、方イルやフオ—を遥択できます。 


確認 

回復の進行状況 


〇 Hyper - V ( H ) 

仮想 マシンを 元の場所 また I 姑 1 J の場所に復元するか、仮想 マシ XU ： 

r ® ポリュ-ム ⑵ J 

ポ 5 ユーム全体を復元できます （ C : に保存されてし尼すベてのデー抑ど)。 
〇打力 一 W ン⑻ 

Windows Server バックアツ：^こ登録した T ^ J ケーシヨンを回復でき JT 。 


ードデイスクフアイ コピーで さま 


〇システム賴⑸ 

システム状瓶のみ復元できます • 


回馆の#^の i 羊轴 


<前へ ( e ) | 

1 次へ ( m )> | 

回復® 

キル 


10. リストア対象ボリュームとリストア先ボリュームを指定して、[次へ]をクリックします。 



252 




























































iStorage NS を運用する 


11. 記述内容を確認して、[はい]をクリックします。 

Windows Server パックアップ 

W . 回復先ボリューム听ータは失われます。 

Jm, ボリューム： □- カルディスク （ d:) 

注竜：回復するボリュ-ムがアブ 1 j ケ-シヨンを含む場合、 ポリ ュ-ムを回復した後 
にそれら ID アブ 1 J ケーシ□ンを回復する必要があります■: 

回復 M 作を綾行しますか？ 


1 

はい〇〇 


いいえ⑽ 






12. 選択した内容を確認して、[回復]をクリックします。 
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13. リストアが完了すると以下の画面が表示されますので、[閉じる]をクリックします。 
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3.4.4 Windows Server バックアップ 利用時の留意点 
3 . 4 . 4. 1 バックアップの計画時に考慮するべき事項 

• バックアップをスケジュール設定にて実行する場合は、バックアップの所要時間を考慮し、できるだ 
けシステムの負荷が少ない時間（業務が行われていない時間）にバックアップが行われるようにして 
ください。 

• バックアップ対象のボリュームと、バックアップデータを保存するボリュームが物理的に同じディス 
クの場合、ディスクの障害によって実データとバックアップデータの両方が同時に破損する恐れがあ 
ります。このため、バックアップデータの保存先は物理的に別のディスクとするか、ネットワーク上 
の共有フォルダーとすることを強く推奨いたします。 

• バックアップデータの保存先をローカルディスクとし、スケジュールバックアップを設定した場合は、 
バックアップデータを複数世代保存することができます。ただし、バックアップデータは保存先の容 
量に空きがある限り保存され続け、いっぱいになった場合は一番古いバックアップデータから削除さ 
れますので、専用デイスクもしくは専用のボリュームにバックアツプデータを保存することをお勧め 
します。 
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3.4A.2 注意 • 制限事項 

• バックアップに 使用す る ユーザーは Administrators グループ または Backup Operators グループに所 
属している必要があります。 

• バックアップデータの 保存先を ネッ ト ワーク上の 共有 フォルダーとした 場合は、 バックアップデータ 
を複数世代保存することはできません。毎回上書きとなります。 

• Windows Server バックアップの GUI 画面から、完了 （警告あり）となっているバックアップの 
詳細を表示しようとすると、[スナップインのエラーが MMC により検出されたので、スナップイン 
がアンロードされます。]というエラーが発生して内容が確認できないことがあります。 

本現象が発生した場合、 C :¥ Windows ¥ Logs ¥ WindowsServerBackup ¥ 配下の 
[ Backup _ Error - dd - mm - yyyy _ hh -- mm -- ss . bg ] という形式で保存されているログをメモ帳等で直接開 
くことで、警告の詳細を確認することができます。 

• FAT 32 形式でフォーマットされたディスクにバックアップを保存することはできません。 Windows 
Server バックアップでは、バックアップバージョンの管理にシャドウコピーを使用するため、デ 
ィスクは NTFS 形式でフォーマットされている必要があります。 

• 特定の拡張子をもったファイルだけをバックアップすることはできません。 

參 バックアップしたデータに対してアクセス制限を行うことはできません。バックアップデータを格納 

したフォルダーのアクセス制限にてご対応ください。 

• スケジュ'ールの際、バックアップの日付指定や祝日を考慮した設定はできません。一旦、ノくックアッ 
プウィザードで設定後、タスクマネージャーにて日付指定に変更することは可能です。 

• テープ装置へのバックアップはサポートしていません。 

• コールドバックアップ (0 S を起動していない状態でのバックアップ）はできません。 

バックアップデータ保存先のボリュームには、バックアップデータ以外のデータは格納しないことを 
推奨します。 

• バックアップデータ保存先のボリュームには、シャドウコピーは設定しないでください。 
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